
第２回 大山崎町中学校給食検討委員会 次第 

 

日時：平成２８年１０月２７日（木） 

  午後１時３０分～ 

場所：大山崎町立中央公民館 本館２階 講座室 

 

 

１ 開 会 

 

２ 第1回大山崎町中学校給食検討委員会議事要旨について 

 

３ 資料説明について(事務局) 

 

４ 意見交換 

 

５ その他 

 

６ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配布資料】 

資料１ 中学校給食に関するアンケート調査（児童・生徒用） 

資料２ 「中学校給食に関してのアンケート調査」 ～ご協力のお願い～（保護者用） 

資料３ 第２回大山崎中学校給食検討委員会 検討資料 

 

 

 

 

 



 

 

 

○現地視察：宇治田原町学校給食共同調理場 

１ 日 時  平成２８年１１月８日（火）午後３時３０分～ 

２ 場 所  宇治田原町緑苑坂 

○第３回 大山崎町中学校給食検討委員会 

１ 日 時  平成２８年１１月１７日（木）午後１時３０分～ 

２ 場 所  町立中央公民館 
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中学校
ち ゅ う が っ こ う

給食
き ゅ う し ょ く

に関
か ん

するアンケート調査
ち ょ う さ

 
 
 

食事
し ょ く じ

についてお聞
き

きします。 
 

Ｑ１．朝食
ちょうしょく

を食
た

べていますか。あてはまる番号
ば ん ご う

を 1 つ○で囲
か こ

んでください。 
 

① 毎日
ま い に ち

食
た

べている 

② どちらかといえば食
た

べている 

③ どちらかといえば食
た

べていない 

④ 全
まった

く食
た

べない 
 
 

Ｑ２．普段
ふ だ ん

（月
げつ

～金曜日
き ん よ う び

）どのような朝 食
ちょうしょく

を食
た

べています
/

か。 

あてはまる番号
ばんごう

をすべて○で囲
かこ

んでください。 
 

① 主食
しゅしょく

（ごはん・パン・めん等
な ど

） 

② 主
し ゅ

菜
さ い

（肉
に く

・魚
さかな

・卵
たまご

・大豆
だ い ず

料理
り ょ う り

等
な ど

） 

③ 副菜
ふ く さ い

（野菜
や さ い

・いも料理
り ょ う り

・野菜
や さ い

たっぷり汁物
し る も の

等
な ど

） 

④ 牛乳
ぎゅうにゅう

・乳製品
にゅうせいひん

（ヨーグルト・チーズ等
な ど

） 

⑤ 果物
く だ も の

  

⑥ お菓子類
か し る い

（菓子
か し

パンを含
ふ く

む） 

⑦ 飲
の

み物
も の

（コーヒー・紅茶
こ う ち ゃ

・ジュース等
な ど

） 

⑧ その他
た

（                         ） 
 
 

Ｑ３．中学校
ち ゅ う が っ こ う

でどのような昼食
ちゅうしょく

を食
た

べていますか。一番
い ち ば ん

多
お お

く、あてはまる番号
ば ん ご う

を 

1 つ○で囲
か こ

んでください。※ 中学生
ち ゅ う が く せ い

の人
ひ と

だけが回答
か い と う

してください。 
  

① 家庭
か て い

で調理
ち ょ う り

した手作
て づ く

りの弁当
べ ん と う

 

② 市販
し は ん

の弁当
べ ん と う

やおにぎり 

③ パン類
る い

 

④ 菓子
か し

、サラダ、果物類
く だ も の る い

 

⑤ 飲物類
の み も の る い

（牛乳
ぎゅうにゅう

等
な ど

）のみ 

⑥ 食
た

べていない 

⑦ その他
た

（                         ） 
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Ｑ４．普段
ふ だ ん

（月
げ つ

～金曜日
き ん よ う び

）夕食
ゆ う し ょ く

を家
い え

の人
ひ と

と一緒
い っ し ょ

に食
た

べていますか。 

あてはまる番号
ば ん ご う

を 1 つ○で囲
か こ

んでください。 
 
 

① 毎日
ま い に ち

一緒
い っ し ょ

に食
た

べている 

② どちらかというと一緒
い っ し ょ

に食
た

べている 

③ どちらかというと一緒
い っ し ょ

に食
た

べていない 

④ 全
まった

く一緒
い っ し ょ

に食
た

べていない 

 

 

Ｑ５．普段
ふ だ ん

（月
げ つ

～金曜日
き ん よ う び

）どのような夕食
ゆ う し ょ く

を食
た

べていますか。 

一番
い ち ば ん

多
お お

く、あてはまる番号
ば ん ご う

を 1 つ○で囲
か こ

んでください。 

 

① 家庭
か て い

で調理
ち ょ う り

した手作
て づ く

りの食事
し ょ く じ

 

② お店
み せ

で売
う

っている弁当
べ ん と う

や主
お も

にお店
み せ

で売
う

っているおかずを利用
り よ う

した食事
し ょ く じ

 

③ 外食
が い し ょ く

（お店
み せ

やレストランで食事
し ょ く じ

をすること） 

④ 食
た

べていない 

⑤ その他
た

（                         ） 

 

 

Ｑ６．いつもの食事
し ょ く じ

で、ごはんとごはん以外
い が い

のもの（パン、めん等
な ど

）のどちらを多
お お

く 

食
た

べていますか。あてはまる番号
ば ん ご う

を 1 つ○で囲
か こ

んでください。 

 
 

① ごはんを中心
ちゅうしん

に食
た

べている 

② どちらかというとごはんを中心
ちゅうしん

に食
た

べている 

③ どちらかというとごはん以外
い が い

のもの（パン、めん等
な ど

）を中心
ちゅうしん

に食
た

べている 

④ ごはん以外
い が い

のもの（パン、めん等
な ど

）を中心
ちゅうしん

に食
た

べている 

 

 

Ｑ７．過去
か こ

１年間
ね ん か ん

に次
つ ぎ

に書
か

いている日本
に ほ ん

の伝統
で ん と う

料理
り ょ う り

を家庭
か て い

で食
た

べましたか。 

あてはまる番号
ば ん ご う

をすべて○で囲
か こ

んでください。 
 

①おせち ②ぞうに ③ひな寿司
ず し

 ④七草
な な く さ

がゆ ⑤節分
せ つ ぶ ん

いわし 

⑥節分
せ つ ぶ ん

巻
ま

きずし ⑦年越
と し こ

しそば 
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Ｑ８．あなたは食
た

べ物
も の

を食
た

べることが好
す

きですか。 

あてはまる番号
ば ん ご う

を 1 つ○で囲
か こ

んでください。 
 

① 何
な ん

でも食
た

べることが好
す

きである 

② 野
や

菜
さ い

は苦
に が

手
て

だが、食
た

べることは好
す

きである 

③ 食
た

べることは好
す

きではない 
 
 
 

Ｑ９．次
つ ぎ

に書
か

いていることで、あなたが知
し

りたいと思
お も

うことはありますか。 

あてはまる番号
ば ん ご う

をすべて○で囲
か こ

んでください。 

 

① 食
た

べ物
も の

の栄
え い

養
よ う

について知
し

りたい 

② 地
じ

元
も と

で採
と

れる食
た

べ物
も の

について知
し

りたい 

③ 食
た

べ物
も の

を安
あ ん

全
ぜ ん

に食
た

べることについて知
し

りたい（賞味
し ょ う み

期限
き げ ん

や食中毒
し ょ く ち ゅ う ど く

等
な ど

） 

④ 正
た だ

しい食
しょく

生
せ い

活
か つ

や栄
え い

養
よ う

バランスについて知
し

りたい 

⑤ 日
に

本
ほん

の食
しょく

文
ぶ ん

化
か

について知
し

りたい 

 

 

 

健康
け ん こ う

についてお聞
き

きします。 
 
 

Ｑ１０．次
つ ぎ

に書
か

いていることで、あてはまることがありますか。 

あてはまる番号
ば ん ご う

をすべて○で囲
か こ

んでください。 
 

① いらいらする 

② やる気
き

がでない 

③ すぐに疲
つ か

れる 

④ すぐに眠
ね む

くなる 

⑤ 頭痛
ず つ う

 

⑥ 腹痛
ふ く つ う

 

⑦ その他
た

、なんとなく体調
たいちょう

が悪
わ る

いことがある 
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中学校
ち ゅ う が っ こ う

給食
きゅうしょく

についてお聞
き

きします。 

 

Ｑ１１．中学校
ち ゅ う が っ こ う

給食
きゅうしょく

について、自由
じ ゆ う

にご意見
い け ん

をお書
か

きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆次
つ ぎ

のことについてお答
こ た

えください（あてはまる番号
ば ん ご う

を○で囲
か こ

んでください）。 

（１）性別
せ い べ つ

       

① 男性
だ ん せ い

   ② 女性
じ ょ せ い

 

（２）学
が っ

校名
こ う め い

      

① 大山崎
お お や ま ざ き

小学校
し ょ う が っ こ う

   ② 第二
だ い に

大山崎
お お や ま ざ き

小学校
し ょ う が っ こ う

   ③ 大山崎
お お や ま ざ き

中学校
ち ゅ う が っ こ う

 

（３）学年
が く ね ん

         

① 小学
し ょ う が く

4年生
ね ん せ い

   ② 小学
し ょ う が く

5年生
ね ん せ い

   ③ 小学
し ょ う が く

6年生
ね ん せ い

 

④ 中学
ち ゅ う が く

1年生
ね ん せ い

   ⑤ 中学
ち ゅ う が く

2年生
ね ん せ い

   ⑥ 中学
ち ゅ う が く

3年生
ね ん せ い

 

 

ご協力

きょうりょく

ありがとうございました。 



 

「中学校給食に関してのアンケート調査」 
～ ご協力のお願い ～ 

 

日頃より、大山崎町の教育行政にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

現在、本町では中学校給食を実施しておりませんが、全国の中学校給食実施率は

平均で 90％（公立中学校数ベース）を超える状況であります。 

そこで、本町においても中学校給食の導入を検討するにあたり、大山崎町中学校給

食検討委員会を立ち上げました。 

本調査は、皆様のご意見をお聞きし、同検討委員会においての参考資料とさせてい

ただくために、実施するものです。 

つきましては、本調査にご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

平成 28 年 11 月 

大山崎町教育委員会 

 

 

【アンケートの概要】  
○調査対象：大山崎町立小・中学校に通う小学４～６年生の児童と保護者 

及び中学１～３年生の生徒と保護者を対象としています。  
○提出方法：アンケート用紙に回答をご記入の上、お子様を通じて学校へ 

ご提出ください。 

※アンケートのご記入は、1 家庭で 1 通です。（町立小・中学校に 

複数のお子様が通学の場合も、ご記入は 1 通でお願い致します。） 

なお、小・中学校の児童・生徒は、別途内容で学校において記入します。  
○提出期限：平成 28 年 11 月 15 日（火）まで 

 

【データの取扱い】  
○本調査は無記名で実施します。  
○集計の結果は統計的に処理し、本調査の目的以外には使用いたしません。 

 

 

 お問い合わせ 

大山崎町教育委員会 学校教育課 

電話番号  ０７５ - ９５６ - ２１０１ 
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中学校給食についてお尋ねします。 

 

Ｑ１．下の表に、中学校給食を実施するにあたってのメリットを挙げております。それぞれ 

の項目について、メリットと感じる程度について、該当する欄に１つ○をつけてください。 

 

 ﾒﾘｯﾄと

感じる 

どちらか

といえば

ﾒﾘｯﾄと

感じる 

どちらか

といえば

ﾒﾘｯﾄと

感じない

ﾒﾘｯﾄと

感じな

い 

（例）食事作法や望ましい食習慣が身に付く  ○   

①温かく、栄養ﾊﾞﾗﾝｽに優れたものを食べられる     

②家庭での弁当作りの負担が軽減される     

③食事作法や望ましい食習慣が身に付く     

④昼食を安価で食べられる     

⑤安全・安心な食材や調理、保管が期待できる     

⑥共同作業により連帯感や協調性が養われる     

 

Ｑ２．中学校給食を実施するにあたって、次の項目の中で何を重要視しますか。特に重

要と思う項目を２つ選んで番号に○をつけてください。 

 

①  早期に実施すること 

②  温かくおいしい給食を提供すること 

③  事業経費（行政コスト）を抑えること 

④  学校給食を活用した食育（*1）を推進すること 

⑤  給食費の価格を抑えること 

⑥  地産地消（*2）を推進すること 

⑦  食材の安全性 

⑧  衛生管理など安全・安心を確保すること 

⑨  アレルギー対応を充実すること 

⑩  個人の成長に応じた必要な食事の量・内容の調整をすること 

⑪  その他（                                      ） 

*1 「食育（しょくいく）」とは、食に関する適切な判断力を養い、生涯にわたって健全な食生活を
実現することにより、国民の心身の健康の増進と豊かな人間形成の助けとすることを目的と
して行われる学習等の取組みのことをいいます。 

*2 ｢地産地消｣とは、地元で生産されたものを地元で消費することをいいます。 
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Ｑ３．中学校給食の実施にあたっては、どの実施方式を採用するべきとお考えですか。 

あてはまる番号を１つ○で囲んでください。（別紙参照） 
 

① センター方式 

② 自校方式 

③ 親子方式 

④ デリバリー方式 

⑤ 実施方式にこだわらない 

 

Ｑ４．本町では中学校給食実施に向けて取り組みを進めているところですが、そのことに 

ついてどう思われますか。あてはまる番号を１つ○で囲んでください。 
 

 
①  早期に進めるべき 

②  どちらかといえば早期に進めるべき 

③  どちらかといえば慎重に進めるべき 

④  慎重に進めるべき 

⑤  分からない 

⑥  その他（                                      ） 
 
 

 

食育についてお尋ねします。 

 

Ｑ５．下の表に、食育の例を挙げております。中学生への食育として、それぞれの項目に 

ついて、重要と思う程度について、該当する欄に１つ○をつけてください。 
 

 重要で
ある 

ど ち ら
か と い
えば重
要であ
る 

ど ち ら
か と え
い え ば
重要で
ない 

重要で
ない 

（例）適切な食生活や栄養バランスを学ぶこと  ○   

①食を通じたコミュニケーションの大切さを学ぶこと     

②食事作法や食前食後の挨拶習慣を学ぶこと     

③地産地消などにより、自然への恩恵や生産者へ

の感謝の念を学ぶこと 

    

④日本の伝統料理や行事食を食事し、学ぶこと     

⑤世界各地の食糧事情や問題について学ぶこと     

⑥食品の安全性について学ぶこと     

⑦適切な食生活や栄養バランスを学ぶこと     
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その他 

 

Ｑ６．中学校給食について、自由にご意見をお書きください。  

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

◆次のことについてお答えください（あてはまる番号を○で囲んでください）。 

（１）性別 

    ① 男性   ② 女性 

 

（２）年齢 

    ① ２０歳未満  ② ２０歳代  ③ ３０歳代  ④ ４０歳代 

    ⑤ ５０歳代  ⑥ ６０歳代  ⑦ ７０歳代以上 

 

（３）児童・生徒の学校名（複数の場合はどちらも囲んでください） 

    ① 大山崎小学校  ② 第二大山崎小学校  ③ 大山崎中学校 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 



給 食 の 実 施 方 式 に つ い て 
学校給食を実施するにあたっては、主に４つの実施方式があります。 
 

センター方式 
給食センターを建設して、町内すべての小・中学校の給食を一括調理し、各学校へ配送す

る方式です。 

自校方式 
中学校の敷地に給食室を建設し、そこで給食を調理します。 

（本町小学校給食は当該方式で実施しています。） 

親子方式 
調理場を持つ学校（親）で調理した給食を、調理場を持たない学校（子）へ配送する方式で

す。小学校を親とする場合と、中学校に給食室を建設して親とする場合があります。 

デリバリー方式 
民間事業者が民間給食工場で給食を調理し各学校へ配送します。 

（弁当箱に盛り付けて配送する方法と、食缶(*1)で配送する方法があります。） 
 

 これら４つの方式について、本町で実施できるかどうかを検討する場合、センター方式は、用地の確保が

必要になります。親子方式は、法的にクリアすべき課題等があります。(*2)デリバリー方式は、町内や近隣

において、学校給食法に規定された「学校給食衛生管理基準」を満たす業者の確保が必要になります。 
 

○ 主 な メ リ ッ ト 、 デ メ リ ッ ト に つ い て 

 メリット デメリット 

セ
ン
タ
ー
方
式 

・学校敷地への影響が少ないです。 

・整備グレードにより、震災等の災害時にも施設を

活用することができます。 

・調理場からの配送時間が増すため、適温提供のた

め保温食缶を使用する等の対応が必要です。 

・食中毒の被害が広範囲に及ぶ可能性があります。

・調理員と生徒との交流が難しくなります。 

自
校
方
式 

・できたての給食を提供できます。 

・調理員と生徒の交流ができます。 

・食中毒発生時の被害が、自校に限定されます。 

・整備グレードにより、震災等の災害時にも施設を

活用することができます。 

・学校敷地への影響が大きくなります。 

・隣接地の用地買収や校舎の建替を待つ場合、長

い年月と多くの費用がかかります。 

・人的な面、施設設備面、衛生管理面において 

分散管理となり、効率性に劣ります。 

親
子
方
式 

・小学校では、できたての給食を提供できます。 

・中学校では学校敷地への影響が少ないです。 

・調理施設が分散されるため、食中毒発生時の被

害が対象校に限定されます。 

・整備グレードにより、震災等の災害時にも施設を

活用することができます。 

・食材搬入車両が増加すること、施設管理が必要と

なること等から、小学校への負荷が大きくなり、学

校間の不公平が生じます。 

・分散管理となることや、異なる方式が併存すること

でハード・ソフト両面において効率性に劣ります。 

デ
リ
バ
リ
ー
方
式 

・新たな用地買収や施設整備の必要がないため、

最も早期の実施が可能です。 

・学校敷地への影響が少ないです。 

・町内や近隣において、「学校給食衛生管理基準」

を満たす業者を確保し、衛生管理指導等を適切

に実施する必要があります。 

・調理員と生徒との交流が難しくなります。 

・民間事業者の倒産リスクがあります。 

 

*1： 調理済みの給食を調理場から教室まで運ぶための容器。 

*2： 本町の小学校敷地（中学校敷地も）は、工場の建築が規制された区域にあり、小学校の給食室から中学校へ給食を

配送する場合の給食施設は、建築基準法上の建物の用途が「工場」扱いとなります。  

別 紙
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